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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

シャクヤクの地産地消と関係人口の増加に寄与
ボランティアがシャクヤクの花摘み

いざというとき、命を守れるように
防災セミナー「災害への備え」開催

省力化と収量増に期待　げんき村でエゴマの直播を実施
　げんき村はエゴマの直播（種を直接畑にまくこ
と）を５月２６日に実施しました。これまではエ
ゴマの苗を定植していましたが、先進地の岐阜県
や長野県で直播栽培を学び、今年から導入しまし
た。直播により芽が強く育ち、収量の増加が期待
されます。げんき村のスタッフらは耕うんを十分
に行った畑に手押式の種まき機を使って種をまき
ました。
　代表取締役の藤田力さんは「今後、直播が他の
作物へ広がり、町の農業への好影響が大きいので
は」と話しました。

　漢方薬用に栽培しているシャクヤクの花摘み作
業（有限責任事業組合クラウドゥ只見主催）が５月
３０日～６月２０日までの土日に行われました。
クラウドゥ只見は安全で良質な生薬原料を安定供
給するとともに、まちづくりへの貢献を目指し活
動しています。県内外から集まったボランティア
のべ約150人が作業しました。
　シャクヤクは花が咲くと漢方薬となる根が生長
しなくなるため、花摘みの作業は欠かせません。
摘んだ花はハーブティーや粉末にしてソフトクリ
ームにふりかけるなどして活用します。秋には根
の掘り起こしを予定しています。

　只見町防災セミナー「災害への備え」（只見町
主催）が５月３０日、只見公民館で開催され、町
民ら３２名が参加しました。講師を務めた日本赤
十字社福島県支部の松本琢也さんが地震や水害な
どの実例を紹介し、家具の転倒防止や避難所への
移動時に必要なものなど、災害への対策や備えに
ついて説明しました。参加者は講演のほか、会場
に設置されたテントや簡易トイレなどの防災備蓄
品に触れ、防災の意識を高めました。
　今後は９月１日の防災の日に、只見公民館で災
害図上訓練を実施する予定です。

▲種まきから約1週間後、無事に芽が出ました

▲参加者は只見町の景色を楽しみつつ作業しました

▲気象警報の変更についても説明されました
（p.17に詳細を掲載しています）
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

食生活を通じた健康増進に尽力
酒井さん　県食改推進連絡協議会会長表彰　受賞

　県食生活改善推進連絡協議会の総会が６月
１０日、いわき市で開催され、酒井美恵子さ
ん（坂田）が「福島県食生活改善推進連絡協
議会会長表彰」を受賞しました。
　酒井さんは只見町食生活改善推進員会の会
員として、町の健康づくり活動に２０年以上
にわたり尽力され、平成２６年から２期４年、
理事を務められました。今回はそれらの活動
が認められ、受賞となりました。おめでとう
ございます。

▲酒井美恵子さん（左２人目）と只見町ヘルスメイトの皆さん

日頃の感謝の気持ちを行動に
商工会青年部 只見地区で草刈りを実施

奥会津の魅力ある素材を活かす
「売れるモノづくりを考える会」開催

　「売れるモノづくりを考える会」（只見川電源流域振興
協議会主催）が６月１０日、只見公民館で開催されまし
た。NPO法人「素材広場」の横田純子理事長が講師を
務め、奥会津の味や素材を活かした商品づくりの開発を
呼びかけました。また、株式会社そらの吉田雅恵社長は
密閉性が高く、味が保たれるアルミ製パッケージを紹介
しました。
　参加した町内外の食品加工事業者らは、新商品の試作
品作製に向け意見を交わしました。今後２回にわたり試
作品の検討を行い、９月から１１月に会津若松市の鶴ヶ
城会館でテスト販売する予定です。

　只見町商工会青年部は６月１２日に只見地
区内で草刈りを実施しました。全国商工会青
年部連合会では、６月１０日の「商工会の日」
を中心に、地域貢献活動などを通じて感謝の
気持ちを形にする全国統一事業「“絆”感謝運
動」に取り組んでいます。今年度、只見町商
工会青年部では地域緑化事業を計画しました。
　部員らは只見駅周辺の広場、三石神社の参
道の草刈りを行い、地域の景観維持に取り組
みました。

▲「市場の流行は小柄でかわいいパッケージ」と
説明する横田さん

▲地元の環境整備に汗を流しました
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

ブナセンター講座
「鳥が作った自然界−花・虫・鳥の共進化−」開催

二軒在家地区の史跡を巡る
「明和ふるさとハイキングin二軒在家」開催

手作りパンフレットで只見町の魅力をアピール
町内３小学校
修学旅行で柏市を訪問

　町内３小学校の６年生１９人は６月１７日から１９日にか
けて関東方面に修学旅行に行き、１７日には、ふるさと交流
都市の柏市を訪れました。修学旅行で柏市を訪れるのは初め
てです。子どもたちは道の駅しょうなんで手作りの観光パン
フレット等を来場者に配り、只見町をＰＲしました。
　また、毎年交換給食事業を行っている市内のブルーベリー
農家を訪れ、育て方や品種の説明を聞き、食べ比べ体験をし
ました。最後にJリーグ柏レイソルのホームスタジアムの三
協フロンティア柏スタジアムを見学し、特別に許可され芝生
のピッチ内に入り、走り回って柏市を満喫しました。

　「鳥が作った自然界−花・虫・鳥の共進化−」（只見町
ブナセンター主催）が６月２０日に只見公民館で開催さ
れました。
　立教大学名誉教授・日本野鳥の会会長の上田恵介博士
が講師を務めました。講座では鳥や虫など花粉を運ぶ

「送粉者」の見える色相に対応するように花の色が変わ
っていったことや、生物環境に適応するために花や樹幹
に擬態する虫の進化など、生き物の生存戦略について解
説されました。また、翌２１日には上田博士と新田沢周
辺で野鳥観察会が行われました。

　「第１０回明和ふるさとハイキング in 二軒
在家」（明和自治振興会、明和公民館主催）が
６月２０日に開催され、町民１８人が参加し
ました。
　参加者は二軒在家地区にある愛宕神社や熊
野神社、砂防ダムなどを巡る約２．５㎞のコー
スを歩き、案内人の矢沢明伸さん（二軒在家）
に神社の由来や過去の豪雨災害について解説
いただきました。史跡にまつわるクイズも出
題され、参加者は地域について学ぶ機会とな
りました。

▲「進化は生き物同士の駆け引き」と話す上田博士

▲ハイキングを楽しんだ参加者の皆さん

▲特別にロイヤルシートにも入らせてもらいました

▶
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡

し
て
町
を
紹
介
す
る

子
ど
も
た
ち
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

田んぼの役割や生きものを学ぶ「生きもの調査」開催

身近な事例から人権を考える
「人権教室」開催

　只見中学校全校生を対象に「人権教室」が６月２２日
に行われました。只見町人権擁護委員の角田行雄さん、
渡部早苗さんが講師を務めました。
　生徒らは部活動でケガをして大会に出られない仲間が
いたどのような声かけをするかを考え、発表しました。
角田さんは自分が言われたらどう思うかを問いかけ、「自
分が弱い立場になった時に、人権を大事にして立ち向か
ってほしい」と伝えました。

　「生きもの調査」（福島県南会津農林事務所
主催）が６月２３日に朝日小学校で行われま
した。町内３小学校の子どもたちが参加し、
講師はアクアマリンふくしまの春本宜範さん
が務めました。春本さんは素掘りの用水路が
減り生き物が少なくなってきていることを説
明し、「今の田んぼの様子を知ることが大切」
と話しました。
　その後、子どもたちは町内で捕れたドジョ
ウやトノサマガエルなどの生き物やアクアマ
リンふくしまから連れてきたタガメやゲンゴ
ロウを観察しました。

▲「順調なときは見えてこない。弱くなった時に人権の大
切さに気づく」と角田さん

▲興味津々で生き物を眺める子どもたち

ブナりん健康ポイント

100ポイント到達おめでとうございます
　齋藤昌一郎さん・千治さんと栗木喜一さんが「ブナりん健康ポイント制度」で１００ポイント
を達成しました。これからもサロンや健康講座に参加して、健康に元気にご活動ください。
　「ブナりん健康ポイント制度」は、介護予防教室や、健康講座、地域づくりサロンなどに参加す
るとポイントをもらうことができ、ポイント数に応じて健康グッズなどと交換できる制度です。

▶
齋
藤
昌
一
郎
さ
ん
と
千
治
さ
ん（
亀
岡
）

お
二
人
と
も
人
と
話
す
こ
と
が
好
き
で
、

サ
ロ
ン
で
色
々
な
人
と
交
流
し
、
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
。

▶
栗
木
喜
一
さ
ん（
小
川
）

元
気
の
秘
訣
は
、
家
の
仕
事
を
少
し
し
て

身
体
を
動
か
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
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理
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れ
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負
け
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泣
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孫
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泪
に
我
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泣
き
た
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�

関
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登
美
子

思
ひ
だ
け
先
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り
行
き
悶
々
と
今
の
自
分
を
忘
れ
去
る
ご
と

�

立
花　

奏
音

梅
雨
晴
れ
間
跳
ね
ゆ
く
息
子
水
た
ま
り
し
ぶ
き
の
音
に
笑
み
の
こ
ぼ
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�

新
国
由
紀
子

一
歳
の
弟
の
成
長
に
感
動
し
涙
流
す
は
五
年
生
の
兄

�

渡
部
ヨ
リ
子

毎
日
の
暑
さ
続
け
ば
土
乾
き
畑
の
作
物
水
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足
と
な
る

町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
八
年
六
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
六
月
定
例
会
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電話番号

税

今
月
の
納
期

７
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎ 82-5210
自然首都推進室（ただみ・ブナ
と川のミュージアム）
� ☎ 82-5963
� FAX 72-8356
町民生活課
　町民税務係� ☎ 82-5110
　生活安全係� ☎ 82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎ 84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎ 84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎ 82-5230
　建　設　係� ☎ 82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎ 82-5240
会　計　室� ☎ 82-5120
只見保育所� ☎ 82-2219
認定こども園� ☎ 84-2038
明和保育所� ☎ 86-2249
朝日診療所� ☎ 84-2221
（歯科）� ☎ 84-2612
こぶし苑� ☎ 84-2101
只見公民館� ☎ 82-2141
朝日公民館� ☎ 84-2111
明和公民館� ☎ 86-2111
教育委員会� ☎ 82-5320
学校給食センター� ☎ 84-7180
議会事務局� ☎ 82-5300
農業委員会� ☎ 82-5230

●
固
定
資
産
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
７
月
分
）

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
高
校
卒
程
度
】　　

　

○
一
般
事
務　
　

１
名
程
度

　

○
土
木　
　
　
　

１
名
程
度

　

○
建
築　
　
　
　

１
名
程
度

【
資
格
免
許
職
】

　

○
保
健
師　
　
　

１
名
程
度

　

○
看
護
師　
　
　

１
名
程
度

【
社
会
人
経
験
者
】

　

○
一
般
事
務　
　

１
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

【
高
校
卒
程
度
】

　

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
土
木
・
建
築
職
に
お
い
て

試
　
験

は
、
無
資
格
も
し
く
は
未
経
験
の

方
は
、
採
用
後
、
一
般
財
団
法
人

ふ
く
し
ま
市
町
村
支
援
機
構
に
お

い
て
、
数
年
間
専
門
的
な
技
術
の

習
得
が
で
き
る
者

【
資
格
免
許
職
】

　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
試
験
職
種
に
応
じ

た
資
格
免
許（
保
健
師
、
看
護
師
）

を
有
す
る
者
、又
は
令
和
９
年
３
月

末
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者

【
社
会
人
経
験
者
】

　

昭
和
46
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、民
間
企
業
等
に
お
け
る
職
務

経
験
年
数
が
直
近
10
年
中
の
期
間

に
お
い
て
、
通
算
５
年
以
上
有
す

る
者（
詳
細
は
試
験
要
領
に
よ
る
）

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

・
高
校
卒
程
度

　

教
養
試
験
（
高
校
卒
程
度
）
及

び
事
務
適
性
検
査
・
性
格
特
性
検

査
・
職
場
適
応
性
検
査

・
資
格
免
許
職

　

職
務
能
力
試
験
、
職
務
適
応
性

検
査

・
社
会
人
経
験
者

　

職
務
能
力
試
験
、
職
務
適
応
性

検
査
、
事
務
適
正
検
査

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合

格
者
）

　

小
論
文
、
面
接

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

・
高
校
卒
程
度
、
資
格
免
許
職

▽
日
時

令
和
８
年
９
月
20
日（
日
）

午
前
９
時
受
付
～

午
後
２
時
30
分
（
資
格
免
許
職

は
午
前
11
時
35
分
迄
）

▽
場
所

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
田

部
原
２
６
０

県
立
南
会
津
高
等
学
校

・
社
会
人
経
験
者

▽
日
時

令
和
８
年
９
月
20
日（
日
）

午
前
９
時
受
付
～

午
後
０
時
10
分

▽
場
所

福
島
市
中
町
８
番
２
号

福
島
県
自
治
会
館

五
、
発　
表

　

役
場
掲
示
板
に
合
格
者
受
験
番

号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
成
績
順
に
町
長
が
採
用

す
る
者
を
決
定
し
ま
す
。（
名
簿
の

有
効
期
間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
総
務
企
画
課
及
び

朝
日
・
明
和
公
民
館
で
交
付
し
ま

す
（
郵
送
に
よ
る
交
付
請
求
の
場

合
は
、
１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た

自
分
宛
の
返
信
封
筒
角
二
号
を
添

付
す
る
こ
と
）。

　

記
入
し
た
申
込
用
紙
に
自
分
宛

の
返
信
封
筒
を
添
付
し
総
務
企
画

課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

令
和
８
年
７
月
15
日（
水
）か
ら

８
月
14
日（
金
）ま
で
（
郵
送
に
よ

る
場
合
は
、
８
月
12
日（
水
）ま
で

の
消
印
有
効
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

南
会
津
郡
只
見
町
大
字
只
見
字

町
下
２
５
９
１
－
30　

只
見
町

役
場　

総
務
企
画
課
総
務
係

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

令
和
９
年
度
只
見
町
職
員（
高
校

卒
程
度
）（
資
格
免
許
職
）（
社
会

人
経
験
者
）採
用
候
補
者
試
験

14



試験案内ページ

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　

○
消
防　
　

４
名
程
度

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

　

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、普
通
自
動
車
運
転
免
許（
Ａ

Ｔ
限
定
免
許
除
く
）
の
取
得
者
又

は
取
得
見
込
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
体
力

試
験

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合

格
者
）

　

面
接
試
験
、
作
文
試
験
、
身
体

検
査

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

【
日
時
】

令
和
８
年
９
月
20
日（
日
）

午
前
９
時
受
付
～
午
後
４
時

【
場
所
】

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西

上
川
原
乙
65　

南
会
津
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

五
、
発　
表

　

各
役
場
、
組
合
掲
示
板
に
合
格

者
の
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採　
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
成
績
順
に
採
用
す
る
者

を
決
定
し
ま
す
。（
名
簿
の
有
効
期

間
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
南
会
津
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
、
消
防
本

部
又
は
出
張
所
等
で
交
付
し
ま
す
。

（
郵
送
の
場
合
は
封
筒
の
表
に「
試

験
申
込
用
紙
請
求
」と
朱
書
き
し
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
封

筒
角
形
２
号
を
添
付
す
る
こ
と
）

【
受
付
期
間
】

　

令
和
８
年
７
月
15
日（
水
）か
ら

８
月
14
日（
金
）ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
、
８
月
14
日
必
着
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西

川
上
原
乙
65　

南
会
津
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局　

総

務
課

☎
０
２
４
１
－
62
－
０
０
５
４

一
、
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

　

○
行
政　

２
名
程
度

市
町
村
圏
組
合
事
務
局
、
消
防
本

部
又
は
出
張
所
等
で
交
付
し
ま
す
。

（
郵
送
の
場
合
は
封
筒
の
表
に「
試

験
申
込
用
紙
請
求
」と
朱
書
き
し
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
封

筒
角
形
２
号
を
添
付
す
る
こ
と
）

【
受
付
期
間
】

　

令
和
８
年
７
月
15
日（
水
）か
ら

８
月
14
日（
金
）ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
、
８
月
14
日
必
着
）

八
、
申
込
及
び
問
合
せ
先

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
西

川
上
原
乙
65　

南
会
津
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局　

総

務
課

☎
０
２
４
１
－
62
－
０
０
５
４

　

本
校
は
、
東
北
唯
一
の
国
立
県

営
の
障
害
者
を
対
象
と
す
る
公
共

職
業
能
力
開
発
校
で
す
。
こ
の
度
、

次
の
と
お
り
令
和
８
年
度
受
講
生

の
入
校
選
考
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

令
和
９
年
度
南
会
津
地
方
広

域
市
町
村
圏
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験（
高
校
卒
程
度
）

令
和
９
年
度
南
会
津
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
行
政
職
員
採
用

候
補
者
試
験（
高
校
卒
程
度
）

国
立
県
営
宮
城
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校

令
和
８
年
度
受
講
生
募
集

一
、
科
名　
オ
フ
ィ
ス
実
務
科

二
、
募
集
定
員　
定
員
10
人

三
、
訓
練
期
間　

　

令
和
８
年
11
月
５
日（
木
）か
ら

　

令
和
９
年
３
月
10
日（
水
）ま
で

四
、
募
集
期
間

　

令
和
８
年
７
月
31
日（
金
）か
ら

　

令
和
８
年
９
月
16
日（
水
）ま
で

五
、
選
考
日

　

令
和
８
年
10
月
７
日（
水
）

六
、
選
考
場
所

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
仙
台
市
青
葉
区
台
原
５
丁
目

15
－
１
）

七
、
募
集
対
象

　

就
職
に
向
け
職
業
訓
練
を
希
望

す
る
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
又

は
医
師
の
診
断
を
受
け
て
い
る
方

八
、
そ
の
他

　

費
用
・
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
当
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
寮
を
希
望
の
方
に

は
、
選
考
日
に
入
寮
審
査
も
併
せ

て
実
施
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

国
立
県
営
宮
城
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

☎
０
２
２
－
２
３
３
－
３
１
２
４

FAX
０
２
２
－
２
３
３
－
３
１
２
５

メ
ー
ル
：syokn@

pref.m
iyagi.lg.jp

二
、
受
験
資
格
（
学
歴
不
問
）

　

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
の

取
得
者
又
は
取
得
見
込
者

三
、
試
験
の
方
法

【
第
一
次
試
験
】

　

教
養
試
験
、
適
性
検
査

【
第
二
次
試
験
】（
第
一
次
試
験
合

格
者
）

　

面
接
試
験
、
作
文
試
験

四
、
第
一
次
試
験
の
日
時
、
会
場

【
日
時
】

令
和
８
年
９
月
20
日（
日
）

午
前
９
時
受
付
～

午
後
２
時
30
分

【
会
場
】

南
会
津
郡
南
会
津
町
田
島
字
田

部
原
２
６
０

県
立
南
会
津
高
等
学
校

五
、
発
表

　

各
役
場
、
組
合
掲
示
板
に
合
格

者
の
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

六
、
採
用

　

合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
載
さ
れ
、
成
績
順
に
採
用
す
る

者
を
決
定
し
ま
す
。（
名
簿
の
有
効

期
限
は
一
年
間
）

七
、
受
験
手
続
き
及
び
受
付
期
間

【
手
続
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
南
会
津
地
方
広
域

15



　
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」
オ
ー
プ
ン

10
周
年
を
記
念
し
て
、
コ
ミ
ュ
タ

ン
福
島
の
役
割
や
魅
力
を
再
発
見

す
る
劇
場
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
な
お

や
マ
ン
」
に
よ
る
ケ
ミ
カ
ル
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
「
ク
ラ
ウ

ン
潤
」
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
Ｅ
Ｃ

Ｏ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
マ

イ
ン
ク
ラ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
室
や
ふ
く
し
ま
ド
ロ
ー
ン
パ
イ

ロ
ッ
ト
な
ど
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
！

【
日
時
】

令
和
８
年

８
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
交

流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」

【
参
加
料
】
無
料

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
、
会
津
地

域
の
お
子
さ
ん
を
支
え
る
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
。
補
聴
器
や
人
工

内
耳
を
使
っ
て
い
る
仲
間
と
の
交

流
を
通
し
て
、
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
や
学
び
方
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
工
作
コ
ー

ナ
ー
や
か
き
氷
、
手
話
ビ
ン
ゴ
大

会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

令
和
８
年
８
月
３
日（
月
）

午
前
10
時
～
11
時
50
分

【
場
所
】

聴
覚
支
援
学
校
会
津
校　

プ
レ

イ
ル
ー
ム

会
津
若
松
市
一
箕
町
大
字
鶴
賀

字
下
柳
原
１
０
２

【
対
象
】

会
津
地
域
の
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
幼
児
児
童
生
徒
と
ご
家
族

＊
補
聴
器
や
人
工
内
耳
を
装
用
し

て
い
る
お
子
さ
ん

＊
一
側
性
の
お
子
さ
ん
や
軽
度
の

難
聴
の
お
子
さ
ん

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
】

　

二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ

か
ら Google 

フ
ォ
ー
ム
に
必
要

事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

https://form
s.gle/

BKybpm
qU
ykA
D
n7cx5

●
お
問
合
せ
先

福
島
県
立
聴
覚
支
援
学
校
会
津

校　

教
頭

☎
・
FAX
０
２
４
２
－
22
－
１
２
８
６

メ
ー
ル
：fukushim

a-sd-
aizu@

fcs.ed.jp

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で

は
、
将
来
を
考
え
始
め
る
時
期
に

あ
る
中
学
生
を
対
象
に
、
職
業
選

択
の
ヒ
ン
ト
や
、
医
療
・
介
護
の

お
仕
事
の
魅
力
発
見
に
繋
が
る
体

験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

病
院
や
施
設
で
働
く
方
々
が
、

普
段
ど
ん
な
お
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
、
ど
ん
な
や
り
が
い
が
あ
る

の
か
、実
際
の
現
場
で
聞
い
て
、見

て
、
体
験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

医
療
や
介
護
の
分
野
に
興
味
が

あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
ど
ん

な
こ
と
が
し
た
い
の
か
分
か
ら
な

い
方
ま
で
、
ま
ず
は
ど
ん
な
仕
事

な
の
か
を
知
っ
て
、
皆
さ
ん
の
選

択
肢
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】

令
和
８
年
８
月
６
日（
木
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

【
場
所
】
南
会
津
病
院
・

田
島
ホ
ー
ム

【
対
象
】
中
学
生

【
定
員
】
15
名

【
申
込
】
二
次
元
コ
ー
ド
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
詳
細
に
つ
い
て
は
チ
ラ
シ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
締
切
】
７
月
15
日（
水
）ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所　

総

務
企
画
課

☎
０
２
４
１
－
63
－
０
３
０
２

お
知
ら
せ

ふ
く
し
ま
環
境
オ
デ
ッ
セ
イ

開
催

　

公
益
社
団
法
人
福
島
県
バ
ス
協

会
で
は
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内
で

の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、「
車
内

事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、

バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
ド
ア
が

開
い
て
か
ら
席
を
お
立
ち
願
い
ま

す
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
手
に
徹

し
て
お
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず

急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
空
席
が
あ
る
際
は
、
ご

着
席
い
た
だ
き
、
満
席
の
た
め
、

お
立
ち
に
な
っ
て
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
に
は
、
吊
革
や
握
り
棒
に

し
っ
か
り
お
つ
か
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

公
益
社
団
法
人
福
島
県
バ
ス
協
会

☎
０
２
４
－
５
４
６
－
１
４
７
８

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
み
み
ら

ん
ど
・
會
津
『
み
み
ら
ん
ど

交
流
会
』
開
催

医
療
・
介
護
の
お
仕
事

魅
力
発
見

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
の

お
願
い

ホームページは
こちら

申込フォームは
こちら

申込フォームは
こちら

チラシはこちら

●
お
問
合
せ
先

「
ふ
く
し
ま
環
境
オ
デ
ッ
セ
イ
」

運
営
事
務
局
（
株
式
会
社
ル
・

プ
ロ
ジ
ェ
内
）

☎
０
２
４
－
９
３
２
－
２
２
３
２
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気象の警報などが大きく変わりました
令和８年５月２９日より�

いつ逃げる？情報の名称に「レベル」がついてより判断しやすく

　令和８年５月２９日から防災気象情報が新しくなりました。従来の特別警報や警報、注意報が上の表のとおり
災害に直結する名称に変わりました。避難情報の５段階の警戒レベルに対応し、避難の判断がしやすくなってい
ます。

　町から警戒レベル４避難指示や警戒レベル３高齢者等避難が発令された際には、速やかに避難行動をとってく
ださい。また、避難指示等が発令されていなくても、警戒レベル４や警戒レベル３に相当する防災気象情報が発
表された際は、「キキクル」や「河川の水位情報」等を用いて自ら避難の判断をしてください。
　避難にあたっては、あらかじめ指定された避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離れた、
近くの頑丈な建物の上層階に避難するなど、自らの判断でその時点で最善の安全確保行動をとることが重要です。

●お問合せ先　町民生活課生活安全係　☎ 0241−82−5100

◯避難するタイミングは「レベル３」と「レベル４」
「レベル３」は高齢者など避難に時間のかかる人は避難を。
「レベル４」は全員が避難するタイミングです。
「レベル５」はすでに命の危険が迫っている状態です。 只見町の防災情報

（気象庁ホームページ）

気象の警報などが大きく変わりました

気象庁等の情報
（大雨・土砂災害ほか） 市町村の対応 住民がとるべき行動

レベル５
特別警報

緊急安全確保
※必ず発令される情報では
ない。

命の危険
直ちに安全確保！

・すでに安全な避難ができず、命が危
険な状況。
・今いる場所よりも安全な場所（２階
など）へ直ちに移動等する。

～～～〈警戒レベル４までに必ず避難！〉～～～

レベル４
危険警報 避難指示

危険な場所から全員避難
・台風などにより暴風が予想される場
合は、暴風が吹き始める前に避難を
完了しておく。

レベル３
警報 高齢者等避難

危険な場所から
高齢者等は避難

・高齢者等以外の人も必要に応じて避
難の準備や自主避難する。

レベル２
注意報 ・職員体制の確認

・防災無線等による
注意喚起

自らの避難行動を確認
・ハザードマップ等により、自宅等の
災害リスクを再確認するとともに、
避難情報の把握手段を再確認する。

レベル１
早期注意情報

災害への心構えを
一段高める

気象の警報などが大きく変わりました
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※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

只見町商工会
連携企画

た
だ
み
の
今
を
支
え
る
人
た
ちさん

株
式
会
社
ヒ
ロ
タ
テ
ク
ノ　
代
表
取
締
役　

山
内
宏
二

７
月
下
旬
～
８
月

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
株
式
会
社
ヒ
ロ
タ
テ
ク
ノ

住
所
：
只
見
町
長
浜
字
杉
沢

�

１
２
４
５
―

１
０
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
４
１
―

72
―

８
６
５
５

　
平
成
21
年
の
創
業
か
ら
17
年
、
只
見
町

で
光
学
精
密
部
品
加
工
を
手
が
け
る
「
株

式
会
社
ヒ
ロ
タ
テ
ク
ノ
」。今
回
は
、代
表

取
締
役
の
山
内
宏
二
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

─
会
社
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
光
学
精
密
部
品
加
工
と
は
金
属
を
ミ
ク

ロ
ン
単
位
で
高
精
度
に
削
り
出
し
、
磨
き

上
げ
る
製
造
技
術
の
こ
と
で
す
。
主
に
カ

メ
ラ
の
レ
ン
ズ
に
使
わ
れ
る
鏡
筒
を
作
っ

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｃ
旋
盤
や
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
い
っ
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御

で
金
属
に
刃
物
を
当
て
て
自
動
で
削
り
出

す
工
作
機
械
を
使
い
作
っ
て
い
ま
す
。
従

業
員
は
51
名
。
町
内
外
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ

ム
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
外
国
の
方
も
活
躍

し
て
い
ま
す
」 

─
会
社
を
立
ち
上
げ
た
原
点
は
？

「
楢
戸
の
椿
原
に
あ
っ
た
テ
ィ
ー
エ
ヌ
ア

イ
工
業
に
就
職
を
し
て
、
カ
メ
ラ
の
製
造

に
関
わ
る
す
べ
て
を
教
わ
っ
た
こ
と
が
原

点
で
す
。
そ
の
時
に
培
っ
た
こ
と
、
自
分

の
実
力
が
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
の
か
、
地

元
の
同
僚
た
ち
と
試
し
た
か
っ
た
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
方
が
頑
張
っ
て
こ
の
地

に
根
付
い
た
こ
の
製
造
技
術
を
絶
や
さ
な

い
た
め
に
、
雇
用
の
場
を
創
ろ
う
と
使
命

感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
モ
ノ
づ
く
り
は

奥
が
深
く
て
、
面
白
い
で
す
。
製
造
業
は

無
い
に
等
し
い
只
見
町
で
す
が
、
誰
か
が

始
め
な
い
と
モ
ノ
づ
く
り
の
精
神
が
つ
な

が
っ
て
い
か
な
い
と
思
い
、
仲
間
た
ち
と

会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

─
会
社
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
？

「
従
業
員
み
ん
な
で
楽
し
く
・
明
る
く
・

元
気
に
！
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕
事
に
取

り
組
む
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
基
本
を
忠
実
に
守
り
、
そ
れ
を

継
続
す
る
こ
と
、
品
質
や
納
期
を
遵
守
す

る
こ
と
を
よ
く
社
員
に
は
伝
え
て
い
ま
す
。

『
基
本
に
忠
実
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
継
続

す
る
こ
と
』
は
、
や
っ
て
い
る
こ
と
は
簡

単
で
も
本
当
に
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

　
基
本
を
毎
日
続
け
る
こ
と
が
製
品
の
品

質
を
高
め
、
良
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
会

社
の
信
用
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。『
当
た
り

前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
』

は
信
念
で
す
ね
。
こ
れ
が
で
き
て
一
人
前

の
会
社
だ
と
思
い
ま
す
」

─
こ
れ
か
ら
の
目
標
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
今
後
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
な
ど
の
ソ

フ
ト
面
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

最
新
鋭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
も
っ
と
楽
に
誰
で
も
製
造
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

製
造
の
自
動
化
も
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
で
す

が
、
実
現
す
れ
ば
よ
り
多
く
の
製
品
を
作

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
只
見
町
は
地
理
的
な
不
利
が
あ
る
場
所

で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
技
術
を
取
り
入
れ

て
活
用
し
て
い
か
な
い
と
、
こ
の
分
野
で

の
競
争
に
打
ち
勝
ち
、
経
営
を
成
り
立
た

せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
地
元
の
若
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

優
秀
な
外
国
の
方
の
力
も
借
り
て
、
全
国
、

世
界
に
通
用
す
る
『
モ
ノ
づ
く
り
』『
ヒ
ト

づ
く
り
』
が
で
き
た
ら
い
い
な
！
と
思
い

ま
す
」

７
月
25
日（
土
）・
８
月
22
日（
土
）

め
い
わ
マ
ル
シ
ェ

　
野
菜
や
古
着
、
雑
貨
・
手
工
芸
作
品
な
ど
の
店
舗
が
出

店
予
定
で
す
。お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
時
間
】
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】
明
和
公
民
館
駐
車
場

【
問
合
せ
先
】
明
和
公
民
館

�

（
℡
０
２
４
１
︱

86
︱

２
１
１
１
）

７
月
２５
日（
土
）・
８
月
２９
日（
土
）

「
民
話
茶
屋
」　

　
只
見
町
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
昔
ば
な
し
を
只
見
町
昔

ば
な
し
の
会
の
方
々
が
只
見
弁
で
語
り
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
～

【
場
所
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

い
ろ
り
の
間

【
問
合
せ
先
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

（
℡
０
２
４
１
︱

86
︱

２
１
７
５
）

８
月
16
日（
日
）

河
井
継
之
助
墓
前
祭　

　
長
岡
藩
の
家
老
・
河
井
継
之
助
の
命
日
に
毎
年
行
わ
れ

る
墓
前
祭
で
す
。
医
王
寺
に
お
い
て
読
経
や
焼
香
が
行
わ

れ
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
11
時
予
定

【
場
所
】
医
王
寺
（
只
見
町
塩
沢
）

【
問
合
せ
先
】
河
井
継
之
助
墓
前
祭
実
行
委
員
会

（
河
井
継
之
助
記
念
館
内

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

２
８
７
０
）
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
広
報
紙
を
作
る
に
は
、
企
画
し
て
、

取
材
し
て
、
写
真
を
撮
っ
て
、
記
事

に
ま
と
め
て
…
…
と
り
わ
け
視
覚
の

情
報
で
あ
る
写
真
の
持
つ
力
、
伝
え

る
力
は
偉
大
で
す
。

▽
写
真
を
撮
る
に
は
カ
メ
ラ
が
必
要
。

今
回
取
材
で
お
伺
い
し
た
株
式
会
社

ヒ
ロ
タ
テ
ク
ノ
さ
ん
で
は
レ
ン
ズ
製

造
の
現
場
を
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
頃
使
っ
て
い
る
レ
ン
ズ
が
只

見
町
で
作
ら
れ
て
い
る
と
は
！
感
動

し
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
取
材
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
滝
沢
）

（5月26日～6月25日届出分）敬称略

転入　１３　転出　１１　出生　０　死亡　８

令和８年６月１日現在
人　　口　３，３７０（－６）
　 男 　　１，６８５（±０）
　 女 　　１，６８５（－６）
世 帯 数　１，４５７（＋３）
高齢化率　　　　４８．５％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

只見公民館

図書紹介
只見公民館図書室

☎82－2141

○只見公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

★きもちのことばえほん
　―伝える力が身につく！

★月がきれいな夜に、
　誰かに思い出してほしかった

� 【監修】金田一 秀穂（日本図書センター）

� 【著】川代 紗生（サンマーク出版）

　うれしい・たのしい・
かなしい・すき・こわい
……
　７ジャンル154種類
の「きもちのことば」を
イラスト化！
　語彙力　表現力　コミ
ュニケーション力　思考

　失恋の思い出を「料理」
とともに埋葬する、不思議
な喫茶店を舞台にした物語。
　恋愛や人間関係の中で抱
える孤独や葛藤に寄り添い
ながら、自分らしい幸せの
形を見つけていく登場人物
たちの姿が丁寧に描かれて
います。
　読み終えたあと、誰かに

力がぐんぐん伸びる絵本です。
　「やばい」「すごい」「かわいい」だけではつま
らない！
　自分のきもちにぴったり合うことばを見つけ
よう！

思うこと、誰かに思われることの温かさが心に
残る１冊です。

■お誕生おめでとうございます
星
ほし

　深
み

景
かげ

（男／和男・美央）	 坂　田
■ご結婚おめでとうございます
小林　 川原田　史紹 ♡ グエン　ティトゥ　ベトナム
福島市　 太田　敦士 ♡ 菊地　優花　 梁　取
■おくやみ申し上げます
菅　家　ヒコイ　　90歳　　黒　谷
五十嵐　和　彦　　63歳　　福　井
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

℡ 0241（72）8355

只見町ブナセンター通信
Vol. 16

生き物が豊かな田んぼで
只見の農業を高付加価値化し、
田園風景を未来へつなぐ！ 

只見の田んぼのある風景を
次世代に繋いでいくための活動です

福島大学やアクアマリンふくしまの
協力を得て生物調査を実施

　令和７年11月、只見町と合同会社ねっかは、地域の文化・自然・産業を守り育み、次世
代へと紡ぐ持続可能な地域づくりを目的とした包括連携協定を締結しました。この協定によ
る具体的なアクションとして、令和８年度より只見町産米を原料とする「ねっか」の製造と
田んぼの環境保全を結びつけ、生物多様性と地域循環を可視化するため、深沢地区などの田
んぼをフィールドに生き物調査を開始しました。
　多くの生き物が田んぼやその周辺にいることは、その田んぼで生産されるお米やその加工
品は私たちの口に入っても安心・安全な食べ物であるという証明につながります。また、そ
のこと自体が商品の価値を高めてくれます。田んぼの畔の草の除去に農薬を使わず、手刈り
で行うなどの農家さんたちの日々の努力もあり、只見の田んぼには多くの生き物がいるよう
です。田んぼにどんな生き物がどのくらいいるかを調査し、その実態を科学的に明らかにし、
只見のお米や加工品の付加価値を高められるようにしたいと考えています。田んぼに多くの
生き物がいる→只見のお米が自然と人に優しいお米としてのブランド価値が高まる→農家さ
んたちの収入につながる→田んぼの生き物を大切にする農業が進む→人と自然が共生する只
見町のブランド化が進む→只見の田園風景が引き継がれていく。このようなストーリーが描
けないかと期待しています。

只見町ブナセンターからのお知らせ
企画展「アリからクマまで－タネをまく動物」
期間：４月４日（土）～１１月30日（月）　　場所：ただみ・ブナと川のミュージアム
内容：自ら動くことができない植物は、動物の力を借りてタネを遠くに移動させ、子孫を

残してきました。本企画展では、その仕組みなどについて、全国の研究者が解説し
ます。また、大人から子供まで楽しく理解できるよう工夫をしましたので、ぜひ見
学にお越しください。
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